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(百万円未満切捨て)

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 1,933 ― 6 ― △30 ― △18 ―

27年３月期第２四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 △21百万円 ( ―％) 27年３月期第２四半期 ―百万円 ( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 △24.94 ―

27年３月期第２四半期 ― ―
(注)１．平成27年３月期第２四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成27年３月期第２四

半期の数値及び平成28年３月期第２四半期の対前年四半期増減率は記載しておりません。

２．平成28年３月期第２四半期においては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 2,865 481 16.5

27年３月期 2,944 423 13.9

(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 471百万円 27年３月期 410百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　27年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

　28年３月期 ― 0.00 　 ― ― ―

　28年３月期(予想) 　 ― 　 ― ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,336 2.0 160 △9.3 106 △5.1 65 12.9 89.52
(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．平成28年３月期通期の１株当たり当期純利益は、公募株式数(100,000株)を含めた予定期中平均株式数により

算出しております。なお、当該株式数には、オーバーアロットメントによる売出しに関連する第三者割当増

資分(24,000株)は考慮しておりません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 824,630株 　27年３月期 657,830株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ ― 株 　27年３月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 723,316株 　27年３月期２Ｑ 657,830株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは完了しており

ますが、この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きの対象外であります。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する

一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項につきましては【添付資料】３ページ

「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策などを背景に、企業収益

及び雇用環境が改善に向かうなど概ね堅調に推移いたしました。しかしながら中国経済の先行きに対する懸念など外的

な要因が重なり、株式・為替市場ともに値動きの激しい不安定な状況が続いております。消費税率引き上げの影響は一

巡し、実質所得の下げ止まりや雇用の改善により、個人消費にも持ち直しの動きが見られつつも、横ばいから緩やかな

改善基調の動きに留まるなど、先行きについては不透明なものとなりました。

　当社グループのリユース事業におきましては、前連結会計年度の消費税増税の影響は薄れ、また買取も好調であるこ

とから、当第２四半期連結累計期間において売上高は堅調に推移いたしました。低炭素事業においては、国内でのカー

ボン・オフセット・コンサルティング案件の獲得に一部遅れがあるものの、海外での調査事業獲得への取組みは順調に

進みました。

　費用面では、株式上場に係る一時費用や管理費用を計上いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は売上高1,933,893千円、営業利益6,387千円、経常損失30,313千円、

親会社株主に帰属する四半期純損失18,039千円となりました。

　セグメントの業績を示すと、以下のとおりです。

（リユース事業）

　リユース事業においては、前連結会計年度の消費税増税の影響からは回復し、売上高が年度当初の予想を上回り、ま

た買取が好調であるため商品量も増加し、当第２四半期連結累計期間の売上高及びセグメント利益も堅調に推移してお

ります。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,804,095千円、セグメント利益は200,651千円となりました。

当第２四半期連結累計期間末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は次表のとおりであります。

ブックオフ
事業部

ハードオフ事業部
ハードオフ
事業部計

合計
ハードオフ オフハウス ホビーオフ

ガレージ
オフ

店舗数 17 13 15 15 1 44 61

　(注) ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

（低炭素事業）

　カーボン・オフセット・プロバイダー事業においては、新規のカーボン・オフセット・サービスのコンサルティング

案件の獲得に向けての取組みが進みました。また、政府及び関連団体の環境調査事業の受託に向けて積極的に提案し、

当第２四半期連結会計期間において「カンボジア・ベトナムにおけるEMS（Energy Management System）導入による工場

省エネルギー化のJCM（Joint Crediting Mechanism）プロジェクト実現可能性調査」などの案件を受託しました。

　当事業については、年度上期に受注して年度の終わり頃に完了する契約が多く、売上計上までは経費が先行するため、

第３四半期までは営業利益がマイナスになる傾向が続きます。

　一方、エコロジープロダクツ事業においては、木材利用ポイント制度及び第１四半期連結会計期間より開始された省

エネ住宅エコポイント制度の交換対象となるエコロジー商品の提供については、順調に推移しておりますが、省エネ機

器の販売が低迷し売上高は軟調に推移いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は128,366千円、セグメント損失は62,483千円となりました。

　

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産の賃貸収入を含んでいます。当第２

四半期連結累計期間の売上高は1,432千円、セグメント利益は227千円となりました。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月12日 16時18分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社エコノス(3136) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

　（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、1,386,875千円となり、前連結会計年度末と比べて44,712千円の

減少となりました。これは主にたな卸資産の増加の50,446千円があったものの、売掛金の減少101,233千円があったこ

とによるものです。

　また、当第２四半期連結会計期間末における固定資産は1,478,699千円となり、前連結会計年度末と比べて33,986千

円の減少となりました。これは主に減価償却費50,746千円の計上による減少です。

　（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、980,447千円となり、前連結会計年度末と比べて122,016千円の

減少となりました。これは賞与引当金の増加30,416千円があった一方、未払金の減少55,215千円、未払消費税の減少

87,420千円、未払法人税等の減少37,651千円があったことによるものです。

　また、当第２四半期連結会計期間末における固定負債は1,403,860千円となり、前連結会計年度末と比べて14,754千

円の減少となりました。これは主に長期借入金の増加9,322千円があったものの、リース債務の支払い16,560千円等が

あったことによるものです。

　（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、481,266千円となり、前連結会計年度末と比べて58,072千円の増加

となりました。これは主に新株の発行による資本金の増加39,723千円、資本剰余金の増加39,723千円及び親会社株主

に帰属する四半期純損失18,039千円等によるものです。

　（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は450,464千円となりました。

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は、76,689千円となりました。これは主に減価償却費50,746千円、売上債権の減

少101,236千円等による資金の増加があった一方、税金等調整前四半期純損失30,313千円、未払消費税等の減少

87,420千円、たな卸資産の増加50,446千円、法人税等の支払い47,327千円等による資金の減少があったことによる

ものです。

　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は29,437千円となりました。これは主に定期預金の払戻による収入21,600千円に

よる資金の増加があった一方、定期預金の預入による支出36,500千円、有形固定資産の取得による支出6,902千円、

敷金の差入による支出4,944千円等による資金の減少があったことによるものです。

　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は64,612千円となりました。これは主に長期借入金の増加額による収入100,000千

円、公募増資及び新株予約の行使による収入79,447千円による資金の増加があった一方、長期借入金の返済による

支出86,383千円、リース債務の返済による支出15,873千円等よる資金の減少があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年６月24日付の「札幌証券取引所アンビシャスへの上場に伴う

当社決算情報等のお知らせ」で公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 (企業結合に関する会計基準等の適用)

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。)、

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。)及び

「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。)

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更し

ております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変

更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行

っております。

　企業連結会計基準等の適用については、企業結合会計基準58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び事業

分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

（４）追加情報

　（ポイント引当金）

従来、顧客への販売及び顧客からの購入実績に応じて付与したポイントについては、使用時に売上値引処理を行

っておりましたが、一定期間が経過し適切なデータの蓄積ができ、将来使用される金額を合理的に見積ることが可

能になったことに伴い、第１四半期連結累計期間よりポイント引当金を計上しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益が2,185千円減少、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が同

額増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 519,735 492,864

売掛金 195,097 93,864

たな卸資産 637,403 687,850

前払費用 53,108 55,745

繰延税金資産 21,853 36,384

その他 4,388 20,165

流動資産合計 1,431,587 1,386,875

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 157,164 146,892

工具、器具及び備品（純額） 192,554 182,769

土地 115,483 115,483

リース資産（純額） 659,306 636,431

その他（純額） 4,191 3,936

有形固定資産合計 1,128,700 1,085,513

無形固定資産

その他 3,390 4,605

無形固定資産合計 3,390 4,605

投資その他の資産

投資有価証券 34,949 35,411

敷金 290,347 295,235

繰延税金資産 363 2,646

その他 54,935 55,286

投資その他の資産合計 380,595 388,580

固定資産合計 1,512,686 1,478,699

資産合計 2,944,273 2,865,575
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 17,068 34,196

短期借入金 500,000 500,000

1年内償還予定の社債 66,600 66,600

1年内返済予定の長期借入金 155,077 159,372

リース債務 31,417 32,104

未払金 103,220 48,004

未払費用 63,302 61,512

未払法人税等 51,588 13,936

未払消費税等 109,715 22,294

賞与引当金 ― 30,416

ポイント引当金 ― 2,185

その他 4,474 9,824

流動負債合計 1,102,464 980,447

固定負債

社債 75,100 66,800

長期借入金 465,559 474,881

リース債務 717,188 700,628

長期未払金 61,551 55,914

退職給付に係る負債 37,889 42,644

資産除去債務 55,485 55,955

その他 5,840 7,036

固定負債合計 1,418,614 1,403,860

負債合計 2,521,078 2,384,308

純資産の部

株主資本

資本金 166,256 205,980

資本剰余金 114,583 154,307

利益剰余金 119,500 101,460

株主資本合計 400,340 461,748

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,440 8,681

為替換算調整勘定 1,261 1,021

その他の包括利益累計額合計 9,701 9,703

非支配株主持分 13,152 9,814

純資産合計 423,194 481,266

負債純資産合計 2,944,273 2,865,575
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,933,893

売上原価 667,957

売上総利益 1,265,936

販売費及び一般管理費 1,259,548

営業利益 6,387

営業外収益

受取配当金 1,114

受取手数料 5,056

協賛金収入 2,777

受取保険金 5,000

その他 6,927

営業外収益合計 20,875

営業外費用

支払利息 41,492

株式交付費 2,713

株式公開費用 8,718

その他 4,653

営業外費用合計 57,576

経常損失（△） △30,313

税金等調整前四半期純損失（△） △30,313

法人税、住民税及び事業税 7,915

法人税等調整額 △16,851

法人税等合計 △8,935

四半期純損失（△） △21,377

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,337

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △18,039
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △21,377

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 241

為替換算調整勘定 △239

その他の包括利益合計 1

四半期包括利益 △21,375

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △18,037

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,337
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △30,313

減価償却費 50,746

長期前払費用償却額 4,447

のれん償却額 231

受取利息及び受取配当金 △1,149

支払利息 41,492

売上債権の増減額（△は増加） 101,236

たな卸資産の増減額（△は増加） △50,446

仕入債務の増減額（△は減少） 17,128

未払消費税等の増減額（△は減少） △87,420

未払金の増減額（△は減少） △56,333

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2,185

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,416

前受金の増減額（△は減少） 11,046

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,754

その他の資産の増減額（△は増加） △24,037

その他の負債の増減額（△は減少） △4,057

小計 9,923

利息及び配当金の受取額 1,149

利息の支払額 △40,435

法人税等の支払額 △47,327

営業活動によるキャッシュ・フロー △76,689

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △36,500

定期預金の払戻による収入 21,600

有形固定資産の取得による支出 △6,902

無形固定資産の取得による支出 △1,600

敷金の差入による支出 △4,944

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,090

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,437

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △86,383

社債の償還による支出 △8,300

リース債務の返済による支出 △15,873

長期未払金の返済による支出 △4,278

株式の発行による収入 79,447

財務活動によるキャッシュ・フロー 64,612

現金及び現金同等物に係る換算差額 △256

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,770

現金及び現金同等物の期首残高 492,235

現金及び現金同等物の四半期末残高 450,464
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１． 配当金支払額

該当事項はありません。

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

　当社は、平成27年６月23日付にて、公募による新株式の発行を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ

27,600千円増加しております。また、平成27年７月16日付でオーバーアロットメントによる売出しに関連して、

岡三証券株式会社から第三者割当増資の払込みを受け、資本金及び資本剰余金がそれぞれ6,624千円増加してお

ります。さらに当第２四半期連結会計期間において新株予約権の行使による払込みを受け、資本金及び資本剰

余金がそれぞれ5,499千円増加しております。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が205,980千円、資本剰余金が154,307千円となっ

ております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額リユース

事業
低炭素
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,804,095 128,366 1,932,461 1,432 1,933,893 ― 1,933,893

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,804,095 128,366 1,932,461 1,432 1,933,893 ― 1,933,893

セグメント利益
又は損失(△)

200,651 △62,483 138,167 227 138,395 △132,007 6,387

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△132,007千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主

に報告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月12日 16時18分 12ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


